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研究成果の概要（和文）：本研究は，多様な学習者がモチベーションを維持しつつ，様々な端末で学習できる情
報倫理オンライン教育の提供を目指した取り組みである：(1) 多様な学習者へ対応するための取り組みを行っ
た．(2) 学習者のモチベーションの維持に資するコンテンツデザインについて検討を進めた．(3) Universal 
Access を実現した．
これらを踏まえ学習プラットフォームを刷新し，2020年4月から「学認LMS https://lms.nii.ac.jp/」に移行す
るための準備を行った．加えて，インストラクショナルデザインの考え方を取り入れた新しいコンテンツ「倫倫
姫の情報セキュリティ教室」を製作し公開した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to provide online information ethics education that 
allows diverse learners to learn on various devices while maintaining their motivation: (1) Efforts 
were made to respond to diverse learners. (2) A study on content design that contributes to 
maintaining learners' motivation was carried out. (3) Universal Access is realized.
Based on the above, we renewed the learning platform and made preparations for the transition to the
 "GakuNin LMS https://lms.nii.ac.jp/" from April 2020. In addition, a new content, "Princess Rinrin'
s information security column," which incorporates the idea of instructional design, has been 
produced and published.

研究分野：学習支援システム，情報倫理教育

キーワード： e-Learning　情報倫理教育　Moodle
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の成果である，「学認連携Moodle」は研究期間中，100以上の大学から13,327以上のユーザに活用さ
れており，我が国の高等教育機関の情報倫理教育に実質的に貢献している．加えて，本研究課題のさらなる発展
を見込み，新プラットフォーム「学認LMS」を公開した．同システムは2020年3月末の時点で20機関以上から利用
されており，今後の運用が期待される．同プラットフォームは，LMSからLRS(Learning Record Store)にデータ
を蓄積し分析する枠組みを含めたものであり，教育・学習データを利活用した教育改善の研究のパイロットケー
スとなることを目指したものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
コンピュータ，ネットワークが大学における教育研究の基盤となっているため，情報セキュリテ
ィ確保のための様々な取り組みがなされている．しかしながら標的型攻撃等，技術的対策ではカ
バーできない不注意による情報漏洩，不正アクセスによる被害，著作権侵害などを抑止するため
には情報倫理教育が必須である．国内では布施らの「情報倫理デジタルビデオ」，岡田らの「ヒ
カリ&つばさ」など対面授業を補完する教材が開発されている．国外の大学では，Web サイト
における注意喚起に加え，特定のトピックに限定した教育用ビデオの制作などが見られるが，申
請者の調査した範囲では，網羅的な教材開発はなされていなかった．本研究課題は，申請者が継
続してきた情報倫理オンライン教育の開発と運用を発展させるものである． 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題は，多様な学習者がモチベーションを維持しつつ，様々な端末で学習できる情報倫理
オンライン教育の提供を目指すもので，研究期間内には以下のことを明らかにする． 
(1) 多様な学習者への対応：コンテンツの冒頭に学習者の知識を測るテストを追加し，その結果
をもとに，学習者に適したコンテンツを提示する技術要素の開発を行う． 

(2) 学習者のモチベーションの維持に資するコンテンツデザインの検討：LMS に蓄積されたデ
ータから学習者のモチベーションを推定する手法を検討し，モチベーションを低下させて
いるコンテンツの特定と改善を行う． 

(3) Universal Access の実現：これまで進めてきたコンテンツの HTML5 化に加え，スマートフ
ォンやタブレット端末に適したアクセス手段の開発と評価を行う． 

 
３．研究の方法 

 
上図に示す 3 つの項目について, 3 ヶ年の研究開発を実施する．平成 29 年度には学習者の前提
知識を「プレテスト」により測定し，その結果をコンテンツデザインの改善に適用する．平成 30 
年度は Universal Access の実現の一手法として，学認連携 Moodle にアクセスするためのスマ
ートフォンアプリの開発を開始する．最終年度の平成 31 年度は実運用の知見をまとめ，LMS の
刷新を含めたサービスの継続運用に資するものとする． 
 
４．研究成果 
 
3 つの研究項目それぞれについて次の成果を得た： 
(1) 多様な学習者への対応については，前提となる知識の多寡に応じコンテンツの提示方法を
変更するための枠組み(SCORMAdaptiveQuiz)の実装と実運用を通じた改善を行った． 

(2) 学習者のモチベーションの維持に資するコンテンツデザインの検討については，コンテン
ツ再生速度をユーザの所望の速度にすることを検討し，2倍速，1.5 倍速再生機能の実装と
運用を行った．また，インストラクショナルデザインの考え方を取り入れた新規シナリオ
(電子メール，ID とパスワードの扱い，著作権の 3 テーマ)に基づく新しいコンテンツ「倫
倫姫の情報セキュリティ教室」を製作し公開した。 

(3) Universal Access の実現について，スマートフォンによる学習に対応するため、コンテン
ツ自体のレスポンシブ化の実装を行った．加えて，Learning Tools Interoperability (LTI) 
により教材の利用を可能とするための実装を行った． 

 
本研究の成果となる「学認連携 Moodle (https://security-learning.nii.ac.jp/)」で実運用し
ているオンラインコースは 100 以上の大学から 20,000 以上のユーザに活用されてきた．同シス
テムは，利用者の増加に対応するため 2017 年 4 月に新サーバへの移行を行った．加えて，本研
究の成果を踏まえ，次期新プラットフォームの検討を進め，「学認LMS (https://lms.nii.ac.jp)」
の公開として結実した．同システムは 2020 年 3 月末の時点ですでに 20 機関以上から利用され



ており，今後の運用の進展が期待される．同プラットフォームは，LMS から LRS(Learning Record 
Store)にデータを蓄積し分析する枠組みを含めたものであり，教育・学習データを利活用した教
育改善の研究のパイロットケースとなることを目指したものである． 
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学認LMS: Moodleにおける Shibboleth 認証とアプリケーション間認証の実現

NII情報セキュリティ教材のこれまでと今後：ヒカリ＆つばさ + 倫倫姫 = :)
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第16回東京農工大学総合情報メディアセンター シンポジウム「大学における情報セキュリティの見直しと展望」（招待講演）
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学認LMSにおける標準規格に基づく教材配信及び学習履歴取得システム

大学における情報セキュリティ教育のオンライン化： その功罪と今後の展望


